
0TSUCHI   in format ion 新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用、手指消毒などの協力をお願いします

※�大槌町役場に届出を提出した方で、広報掲載を希望
した方のみ掲載しております。

博英典礼博英典礼

一般葬から家族葬・社葬等ご要望に応じて承ります。

仏壇・仏具・慶弔花環・葬儀一式・霊柩運送

新町家族葬会館
新 町 通 夜 会 館
新町家族葬会館
新 町 通 夜 会 館

当会館での葬儀
費用の全額※を
各種クレジット
カードでお支払い
できます。
※お布施は除く
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問 健康福祉課　℡ 0193-42-8716

内 科   月曜日～金曜日［午前］

外 科   月曜日～金曜日 ［午前］

整形外科   月曜日
　16 日［午前］／ 23 日・30 日［午後］

皮 膚 科   30 日［午前］

眼 科   月曜日・木曜日［午後］

時間外・土日・祝日は完全休診です

おめでた・おくやみ（敬称略）

11月15 日～12 月15日

税　　目 期 納 期 限 口座振替日
国民健康保険税 7 期 1月 31日（火） 1月25 日（水）介護保険料・後期高齢者医療保険料

　今月、納期となっている町税などは、次のとおりですので納め忘れのないようにお
願いします。また、納税は、便利な口座振替を推奨しています。

問 税務会計課　℡ 0193-42-8711

日　程 当　番　医 ／ 所在地・電話番号

1 /  8（日） 神林医院（内）
釜石市甲子町第 10 地割 483-5 ℡ 0193-23-6635

1 /  9（月） 大槌おおのクリニック（内・循内）
大槌町吉里吉里 2-9-20 ℡ 0193-44-3122

1 / 15（日） 平野内科医院（内）
釜石市只越町 3-3-3 ℡ 0193-22-1273

1 / 22（日） ふじまる内科医院（内・消）
大槌町上町 1-16 ℡ 0193-27-5151

1 / 29（日） 藤井クリニック（心療・精神）
釜石市只越町 3-5-15 2 階 ℡ 0193-27-8857

2 /  5（日） 釜石のぞみ病院（内）
釜石市大渡町 3-15-26  保健福祉センター 3 階   ℡ 0193-31-2300

日　程 歯　科　医　院 ／ 所在地・電話番号

1 /  8（日） 鈴木歯科医院
釜石市中妻町 3-7-10 ℡ 0193-23-5908

1 / 15（日） 早﨑歯科医院
釜石市鵜住居町 15-18-8 ℡ 0193-28-2311

1 / 22（日） 平松歯科医院
釜石市野田町 2-21-15 ℡ 0193-25-0315

1 / 29（日） 歯科福成医院
釜石市新町 5-15 ℡ 0193-25-0105

2 /  5（日） かっし歯科医院
釜石市甲子町 10-1-10 ℡ 0193-25-2785

休日当番医は、専門的な治療ではなく応急処置が原則です。不要不急の
休日の受診は避けましょう。適切な休日当番医の利用をお願いします。
※ 入院が必要な場合は、県立釜石病院またはせいてつ記念病院が対応します。

■診療日　毎週日曜日　　■診療時間　９：00〜12：00

川　原　まり子（74・源 水 ）11/16
佐々木　幸　弘（59・赤 浜 三 ）11/16
細 川 弘 子（82・桜 木 町 ）11/17
三 浦 カ ツ（97・中 川 原 ）11/17
三 浦 伸 博（73・迫 又 ）11/22
三 浦 平 次（80・中 川 原 ）11/27
岩 間 節 郎（81・花 輪 田 ）11/30
山 﨑 善右エ門（97・吉里吉里一 ） 12/3
山 﨑 サ ン（94・吉里吉里一 ） 12/4

箱　石　喜久郎（70・迫 又 ） 12/6
太 田 シ ツ（104・安 渡 三 ） 12/7
松　村　たか子（73・吉里吉里二 ） 12/8
三 浦 キ サ（88・柾 内 ） 12/9
八　幡　美喜子（55・一 の 渡 ）12/10
北 田 和 子（51・吉里吉里四 ）12/12
田 中 京 子（94・吉里吉里二 ）12/13
芳 賀 一（75・吉里吉里二 ）12/14

町税などの納期のお知らせ町税などの納期のお知らせ

県立大槌病院外来のお知らせ

休日当番歯科医のお知らせ［釜石歯科医師会］休日当番医のお知らせ［釜石医師会］

　新型コロナウイルス感染症等を原因とする物価高騰に対する支援を目的と
して、支援金（給水用途単価の６か月相当額）を給付しています。
　申請期間を令和５年２月 28 日（火）まで延長します。
対 象 者  基準日（令和４年 10 月１日）において、町内に住所を有し、住所

地での生活もしくは事業の実態がある人で、町の上水道を利用して
いない世帯の世帯主および事業者

 ※ 令和４年 10 月１日時点で大槌町の住民基本台帳に登録があり、
申請時にも引続き登録がある世帯主および事業者

 ※ 同一住所地で複数の世帯がある場合には、いずれかの世帯主の
代表者

受付期間 ２月 28 日までの開庁日（土、日、祝日を除く８：30 〜17：15）
給 付 額 ・一般家庭　１世帯 8,400 円　　・事業者　１事業所 18,600 円
受付場所 役場 ２階 企画財政課
申請方法  申請書に添付書類を添えて申請場所へ提出する。　
 ※申請書は、受付場所に設置予定
添付書類 ①本人確認書類　　②振込先口座の確認書類
 ③ 個人事業者および事業者の事業実態確認書類（2021年分の確定

申告書第一表の控えおよび電気の使用が確認できる資料の写し）
そ の 他 給付金を装った詐欺にご注意ください。
　詳しくは、企画財政課までお問い合わせください。
 問 企画財政課　℡ 0193-42-8712

　１月 11 日（水）と 12 日（木）に、
町民課のシステムの更新作業を行いま
す。このため、町民課の窓口で下記の手
続きが受け付けできません。ご不便をお
かけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

受け付けできない主な手続き 
 ・ マイナンバーカードの交付申請書の発

行
 ・マイナンバーカードの受け取り
 ・ マイナンバーカードの電子証明書の発

行、更新および暗唱番号の変更
 ・マイナポイントの申し込み
 ・ マイナンバーカードや住基カードを用い

た転入届、転出届
 ・ 広域交付住民票の取得
 問 町民課　℡ 0193-42-8713

町の上水道を使用していない人への支援金の
申請期間を延長します

１月11日と12 日は、
町民課の窓口で

マイナンバーカードに関わる
手続きができません

最終処分場放流水の水質について

　12 月14 日に採水した、一般廃棄物
最終処分場放流水の水質分析結果と放
射性物質濃度測定結果について、基準
値を超える項目はありませんでした。
問 リサイクルセンター
 　℡ 0193-42-7570
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人生のあゆみ �
　姉妹の次女として阿部嘉夫さん、君代さん夫婦のもとに
生まれました。子供の頃からきちょうめんで、はきはきし
た性格の持ち主で、男女を問わず、友人がたくさんいまし
た。高校を卒業してから、盛岡の理容ヒラトヤグループに
就職し、仕事をしながら理美容の学校に通い、朝早くから
夜遅くまで仕事と勉強に明け暮れる生活を送りました。
　しばらく盛岡で働いたあと実家に戻り、釜石などの理容
店に勤めました。高校時代の同級生との結婚を機に仕事を
辞め、盛岡で暮らしていました。

震災時の状況� �
　震災当時は、盛岡の病院から退院した父親の嘉夫さんに
付き添って、赤浜の実家に来ていました。
　地震の時、嘉夫さんと 2人で家の外に出ましたが、揺
れが収まった後、「着替えて上に逃げっぺし」という嘉夫
さんに「荷物があるから」と車に荷物を積んで避難する準
備を絵理子さんは始めました。そのうちに津波が来たのが
見え、「逃げろ」と嘉夫さんは叫びましたが、間に合わず
に被災しました。
　運よく嘉夫さんと近所に住む嘉夫さんの姉は助かりまし
た。震災から５カ月を過ぎた 8月 20日、歯形のカルテが
きっかけとなって絵理子さんのご遺体は家族のもとに帰っ
てきました。

ご遺族より �

きちょうめんで親思いのやさしい娘でした
　次女は子供の頃からきちょうめんな子供で、机の中の文
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昭和 52 年 1月15 日～
平成 23 年３月11日

（享年 34 歳）
盛岡市東中野五輪

（実家）大槌町赤浜 2

問 協働地域づくり推進課　℡ 0193-42-8718

房具とか、いつもきれいに整理していました。ほかの誰か
が触ると、元々のあった位置が変わるので直ぐに分かった
ようです。社交的で物怖じしない性格も加わって、盛岡で
働いていた時は信頼されてあちこちのグループ店で働きま
した。結婚して仕事を辞めた後、盛岡の町中をブラブラし
ていたら、突然恩師の理容ヒラトヤの社長とバッタリ出
会ったそうです。そこで「絵理子、お前何やってるんだ。
忙しいから手伝いに来い」と言われて、店を手伝うように
なったそうです。
　盛岡だけではなく、遠くは東京都の町田市まで夜行バス
を使って行き来しながら店を手伝うなど、お店から信頼さ
れていたようでした。そんな忙しい中でも休みの日には夫
婦で泊まりに来てくれました。家族の具合が悪い時は心配
してくれて、夫が盛岡の病院に入院した時は付き添ってく
れて親思いのやさしい次女だったと思います。
甥にも心から慕われた妹
　１つ違いの妹は理容師なので、私の息子や父の髪の毛も
上手に切ってくれました。父親は坊主頭ですが「坊主は一
番高いからね」とからかっていました。私の息子の口癖は
「絵理（叔母さん）は怖いからなぁ」です。何かいたずら
をすると、なぜ叱られるのか説明しながら叱っていました。
私にも怖い母親だと言いますが、一番怖いのは妹だったと
言います。それでも亡くなってからは、妹が大事にしてい
たスティッチのぬいぐるみと一緒に眠ったり、２人で並ん
でご飯を食べたりしている写真を、机に飾っています。そ
して時々思い出したように「絵理がいたらなぁ」とつぶや
きます。震災の前の日、何か思うところがあったのか「絵
理に会いたい。絵理に会いたい」と言っていました。息子
にとって妹は、怖くても大切な存在だったと思います。

伝えたいこと �
　亡くなって日にちがたって来ればいろんなことを思い出
します。自分たちもいろいろあるけど、頑張っているから
安らかでいてほしい。向こうでお義父さん、お義母さんと
仲良くしていてね。

� 阿部嘉夫さん（父）　阿部君代さん（母）
� 上部理嘉子さん（姉）　上部嘉さん（甥）

� （平成 27年７月）

3.11あの日から未来へ


